
静岡県　健康福祉部

新型コロナウイルス対策課

 

６４歳以下に対するワクチン接種について
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１　ワクチン接種のスキーム 接種の対象者

　現在ワクチン接種は、「優先接種の対象となる医療従事者」、「６５歳以上の
高齢者」、「その他」の順に接種を開始するとされており、それぞれの推計人数
は下記のとおりとなっている。

順位 区　　分 
対象人数 

算出根拠 国算定根拠 
接種回数 

1 医療従事者 
　　　123,246人

優先接種対象者調査 総人口の3%
　　　246,492回 

2 高　齢　者 
　　1,103,458人 令和３年1月1日付け

各市町接種券送付先抽出数 
市町住民基本台帳 

　　2,206,916回 
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基礎疾患を有する者 
　　　178,322人 

国算定根拠準拠 総人口の4.9% 
　　　356,644回 

高齢者施設等の従事者 
　　　　54,588人 

国算定根拠準拠 総人口の1.5% 
　　　109,177回 

60～64歳の者 
　　　226,728人 静岡県年齢別人口推計 

（令和元年10月1日付） 
市町住民基本台帳 

　　　453,564回 
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上記以外の者 
　　2,011,662人 

上記1～3の区分を除く人数  
　　4,023,324回 

 　うち1２歳以上 
　　1,662,619人 静岡県年齢別人口推計 

（令和元年10月1日付） 
 

　　3,325,238回 

 　　総　人　口 
　　3,639,226人 静岡県年齢別人口推計 

（令和元年10月1日付） 
 

　　7,278,452回 
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１　ワクチン接種のスキーム 全体スケジュール

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

①医療
従事者

②
高齢者

一般
住民

先行接種

重点医療機関等

その他対象者

優先行接種

③　基礎疾患のある方
③　高齢者施設従事者

④　職域接種

上記以外の者

2/19 桜ヶ丘病院で開始

3/5～

4/12開始

6/21開始
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ワクチンの種類１　ワクチン接種のスキーム

ファイザー社 武田/モデルナ社

ワクチンの種類 mRNAワクチン mRNAワクチン

接種回数・間隔 ２回（21日間隔） ２回（28日間隔）

保管温度

-75℃±15℃　６ヶ月
-20℃±5℃ 14日間

　　※ １回に限り再度-90～-60℃に戻し保管
       することができる。

2～8℃　１ヶ月

-20℃±5℃　６ヶ月
2～8℃　30日

１バイアルの単位 ６回分/バイアル 10回分/バイアル

最終流通単位
195バイアル
（1,170回分）

10バイアル
（100回分）

バイアル開封後
の保存条件

冷蔵庫で解凍する場合は、解凍及び
希釈を１ヶ月以内に実施

室温で解凍する場合には、解凍及び
希釈を２時間以内に行う
希釈後、室温で６時間

希釈不要

（一度針を刺した後）2～25℃で6時間
（解凍後の再凍結は不可） 

用途 市町が実施する住民接種
職域接種
国・都道府県の集団接種
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　２　ワクチン接種の順位 接種の優先順位

① 医療従事者　１２万人（２月～）

１２歳６５歳

② 高齢者
１１０万人
（４月～）

③-2 高齢者施設等の従事者

④-2 学校

中学校
高校
大学

④-1 一般

高齢者 一般 　　  学生・生徒

③-1 基礎疾患を有する者
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　３　基礎疾患を有する者 基礎疾患を有する者の範囲

基礎疾患を有する者

１．以下の病気や状態の方で、通院／入院している方
　1 慢性の呼吸器の病気
　2 慢性の心臓病（高血圧を含む。）
　3 慢性の腎臓病
　4 慢性の肝臓病（肝硬変等）
　5 インスリンや飲み薬で治療中の糖尿病又は他の病気を併発している糖尿病
　6 血液の病気（ただし、鉄欠乏性貧血を除く。）
　7 免疫の機能が低下する病気（治療中の悪性腫瘍を含む。）
　8 ステロイドなど、免疫の機能を低下させる治療を受けている
　9 免疫の異常に伴う神経疾患や神経筋疾患
　10 神経疾患や神経筋疾患が原因で身体の機能が衰えた状態（呼吸障害等）
　11 染色体異常
　12 重症心身障害（重度の肢体不自由と重度の知的障害とが重複した状態）
　13 睡眠時無呼吸症候群
　14 重い精神疾患（精神疾患の治療のため入院している、精神障害者保健福祉手帳を
　　　所持している、又は自立支援医療（精神通院医療）で「重度かつ継続」に該当す
　　　る場合）や知的障害（療育手帳を所持している場合）

２．基準（BMI 30以上）を満たす肥満の方
　　＊BMI30の目安：身長170cmで体重約87kg、身長160cmで体重約77kg。
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　４　高齢者施設等の従事者 対象となる高齢者施設等の範囲

○ 介護保険施設
　・ 介護老人福祉施設
　・ 地域密着型介護老人福祉施設入所者
　　生活介護

　・ 介護老人保健施設
　・ 介護医療院

○ 居住系介護サービス
　・ 特定施設入居者生活介護
　・ 地域密着型特定施設入居者生活介護
　・ 認知症対応型共同生活介護

○ 老人福祉法による施設
　・ 養護老人ホーム
　・ 軽費老人ホーム

　・ 有料老人ホーム

○ 高齢者住まい法による住宅
　・ サービス付き高齢者向け住宅

○ 生活保護法による保護施設
　・ 救護施設　　　　　　・ 更生施設
　・ 宿所提供施設

○ 障害者総合支援法による障害者
　支援施設等
　・ 障害者支援施設　　・ 共同生活援助事業所
　・ 重度障害者等包括支援事業所
　　　（共同生活援助を提供する場合に限る）

　・ 福祉ホーム

○ その他の社会福祉法等による施設

　・ 社会福祉住居施設
　　　　（日常生活支援住居施設を含む）

　・ 生活困窮者・ホームレス自立支援センター
　・ 生活困窮者一時宿泊施設
　・ 原子爆弾被爆者養護ホーム
　・ 生活支援ハウス　　　・ 婦人保護施設
　・ 矯正施設 （※患者が発生した場合の処遇
　　　に従事する職員に限る）
　・ 更生保護施設

以下の施設等であって、高齢者等が入所・居住する施設
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　４　高齢者施設等の従事者 居宅サービス、訪問系サービス

　居宅サービス事業所等及び 訪問系サービス事業所等の従事者 についても、 以下の①から③のす
べてに該当する場合、市町村は、③の居宅サービス事業所等及び訪問系サービス事業所等の従事者
を高齢者施設等の従事者の範囲に含むことができる。

① 市町村の判断
　　市町村が、必要に応じて都道府県に相談した上で、地域の感染状況、医療提供体制
　の状況等を踏まえた上で、感染が拡大した場合に、自宅療養中の高齢の患者等に対し
　て介護サ ービス等や障害福祉サービス等の継続が必要となることが考えられると判断し
　た場合

② 居宅サービス事業所等・訪問系サービス事業所等の意向
　　居宅サービス事業所等 及び訪問系サービス事業所等 が、自宅療養中の高齢の患者
　等に直接接し、介護サービス・障害福祉サービスの提供等を行う意向を市町村に登録し
　た場合

③ 居宅サービス事業所等・訪問系サービス事業所等の従事者の意思
    ②の事業所等の従事者が、自宅療養中の高齢の患者等に直接接し、介護サービス・
　障害福祉サービスの提供等を行う意思を有する場合
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　５　一般対象者の接種 一般対象者の接種に関する取扱

　一般対使用者の接種について、国では「ワクチンの供給量や地域
の実情等を踏まえ、順次接種」するとしている。　　　　　

例示　高齢者の人口が千人程度未満の離島や市町村については、当該地域に、希
望する高齢者数を上回るワクチンの供給が得られた場合には、高齢者に対する接
種時期であっても、接種順位にかかわらず、高齢者以外の接種対象者を対象に接
種を行うこととして差し支えない。（２月26日事務連絡）
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　６　職域におけるワクチン接種 職域における接種の概要

○ 使用ワクチン　モデルナ社製ワクチン
○ 開始時期　　　令和３年６月 21 日から
○ 接種会場・医療従事者の確保等
　　　　　　　　接種会場、医療従事者等は企業・大学等が自ら確保
　　　　　　　（自治体による高齢者等への接種に影響を与えないこと）
○ 実施形態 　   中小企業が商工会議所等を通じて共同で実施
　　          　 下請け企業など取引先も対象に含め実施することも可
○ 接種順位     高齢者や基礎疾患を有する者を優先的に接種できる体制
○ 接種費用 　  予防接種法に基づき2,070円/件が接種者の居住市町
              　から支給される。
○ 接種券       接種券が届く前で届く前でも接種可能
    ※ その場合、接種券が発送された後、企業等がに本人から回収して
　　　予診票に添付の上、処理

　下記のとおり、職域におけるワクチン接種について、６月21日から開始されることと
なり、６月８日（火）から専用WEB入力フォームによる申請が開始されている。

１０



 

　７　まとめ 検討をお願いしたい事項

　本日の会議では、下記の点について専門的な視点から御意見を伺いたい。

１　接種の対象・優先

２　接種方法

３　その他

• 　「基礎疾患を有する者」、「一般」それぞれ、追加すべき疾患や職種があるか。
• 追加分を含めて、それぞれの中で付けるべき優先順位はあるか。

• より多くの県民に、まず１回接種することを優先する接種方法について

• ワクチン接種を円滑に進めていく上で行政が取り組むべきことはあるか。
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